
」avaプログラミング I

12回 ロ クラス

Z言   語異塁塁≦〔』」〕とす数のとでの
″

クラスの宣言

t 今日の構麟で学ぶ内容
・クラスとは

・ クラスの宣言と利用

・クラスの応用

クラスとは

″
―
―
」

直観的に表現すると、

int型 Oヽ dOubleョ巴は

■つの値を管理できます

int型の変数

配列型は、

21518161317

配列型の変数 (配列変数)

はそこ曇案話をじ写ZんTttitす Y羞譜讐覧?露gξ [『 :と
もできます

惨 メソットについては」avaプログラミングⅡで詳しく説明
します

‐ヽ

‐

）「‐‐‐げヽ

フィールドとメソッドはクラスのメンノヽといいます

に行います

クラスのメンバは以下のように宣言します

J}L、1伽 )

メソッド名 (引数リスト)

鶉ζl渕 埋陽ィ蛛ょ」とξ:ちます
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample■ 2

//クラス Carの宣言
class/Car

{ ~

…
…

//す ンバーを格l llする int型 の変数
―//ガソリン量を格納する double型の変数

δ為雅夕もつ0はす

夕

`η

ヤ11,〈ンも足タ
フイ
=ル
トにもつ
[≡三二三Iま
次のように宣言することができます

クラスの利用

∞

骨

働

たとえば、

Sample14■ .javaで宣言したクラス Car型の変数 (クラス型変数)を宣言するには

Car carlj //ク ラス Car型の変数 carlを宣言

オブジェクトの生成

22彎 :「

11・と乙24至生も呼ずれます

匝B七監i巴」
日 f

孤ワつのT

百 洒 薦 蒻 頑 お

~~~フ ~~~~~一 一 ゞ

市
λ

rl

オブジェクト
(イ ンスタンス)

クラス型変数

クラス名をま旨定して次のように行います クγ

堰ゝ
new演算子は指定されたクラスのオブジェクトをコンピュータのメモリ上に作ります

1い
r3〉

――
″

配列変数

ヽ

|

クラス型変数の宣言

型 (クラス名)

たとえば、クラスCar型のオブジェクトを生成するには、

Car

br1/new car()j  //ク ラスCar型のオブジェクトを生成

フィールトの参照  オブジェクトの中のフィールトを参照 (指定)して値を代入します

各フィールドの参照はクラス型 _7ィ ールド名を用いて次のようにします

惨 識別子とフィー するとよいでしょう

フィールドヘの値の代入は、各フィールドを参照して次のように行います

ィールド翅F

柳 の
宣言
つ

生成 → 17r―Jttθ

じ クラスの利用手順を配列の利用手順と次のように

対応させると分かりやすいでしょう

フ

オブジェクトの生成 配列要素の確保

zィール四 「

~
配列要素の参照  |

もちます

と識別子を指定して次のように行います

クづズ垂変数は通常の変数と同ホ

← こby μゾζ動ジ   和上ガ)
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たとえば、

クラス Car型のオブジェクトca rlのフィールドnumberと gasに 1直を代入するには、

carl.numbcr = 9129j
car■ .gas=30.01

実行画面

車のナンバーは 9129です。
ガソリン量は 30.0です。

惨 フィールドはオブジェクトが生成されたときに予め以下のデフォルト値が代入されます
(デフォル ト値)

false

O ('Yu0000')

0

0.0

null

※nullについては」avaプ ログラミング■で説明します

(型)

boolean

char

byte、  short、  int、  long
float、 double、

配列変数、クラス型変数

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_2.java

蛉 モ里

…

理型変撫

粽 _g雲]  [出厨こ次のよ引柵できます
Car car■1//クラス Car型の変数

劾
し

ず

タンぎ
~

ID3ク

ぜソヽlγ

ン∫L

クラス Car型のオブジェクトを生成

//車クラスの宣言とその利用
//クラス Carの宣言

ナンバー

ガソリン星

{輛
w¨;%z:蚤諄菫8穿蓼ジェク睦成

―
一

//上記を同時に行うこともできる
// Car carl 二 new Car();

//各フィール ドに値を代入
carl、 number = 9129j

carl.gas = 30.OJ

~勁ロ
 デ計system.out.println("車のナンバーは“+(

system.out.println(“ガソリン量は・+ご

CPadに main()メソッドを含むクラス

名を知らせるため、main()メ ソッドを

含むクラス名をファイル名と一致させ

ましょう

噺



´ t
ざ

亀クラス
(タフ涯作
つてみましょう

クラス型は int型や double型 と同じで型の 1つです

int型の配列や double型の酉己列とFo」様に、クラス型の配列を作成することができます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample12_3.java

l「i瞥篇    [::力

砺豪轟蔵河ま図的||1号

キミ
ミ

理解できます

int[]ary;//int型の配列型の変数    ｀、

ary

/

a多数び),

載グし歩
く。

【クラス型の配列の場合】

Car[]Cars3//ク ラス Car型のllB列型の変数 卿
;//クラス Car型の配列要素を 2つ確保

型のオフジエクトを生成

Car()3

成

実行画面

0番目の車情報 :

車のナンノヽ一は 9129です。
ガソリン量は 30.0です。
1番目の車情報 :

車のナンバーは 1234です。
ガソリン量は 15.5です。

//草クラスの配列

//クラス Carの宣言

{世
k受読k Юtt mm6+ingll argSl鴛らi←りう。ン

::&T[ycTH; %gζ曼諄量8判凸譴屎輩数

糸子
Zこ ;じヂarttχ芽多ζ[ら 7碁Tっ生成

CarS[0]・ number = 91291

CarS[0]・ gaS =´ 30.0;

CerS[1].number = ■234j

CarSl■ ]・ gaS = 15.5;

（コ

[∝

cn8::i男
直を出力

systF   
じ状げ

li++)

syst:m.。

ut.“

syst:m.。

ut.plintln(J

抑.out.plintln(“

:+“

番目θ

iヽntln("房

のナンノ:車
情報:

}

瘍
時
幹
も:は "+ca

"です。・ );
「。 ')j

CarS[ユ ]

型のオブジェク

CarS[0]|「 new mm3
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?クラスのメンバにクラス型変数を宣言してみましょう

クラス型はint型や double型 と同じで型の■つです
int型やdouble型 の変数をメンノヽにできるようにクラス型の変数をメンバにできます

ツースコード例
ソースフアイル名 :Sample■2_4.java

例題 Sample■ 24の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

0 Owner owner■ 1 //ク ラス Owner型の変数

0面で
「
型のオ

今日の情活のまとめ

・クラスを用いることにより、異なる複数の型の変数を一括して管理できます。

・クラスがもつフィールド (変数)やメソッドをクラスのメンノヽといいます。

。指定されたメンバをもつ新しいクラス (クラス型)の準備はクラスの宣言により行います。

・クラスを利用するときは、クラス型の変数を宣言し、オブジェクトを確保します。オブジ
ェクトはクラスのメンノヽを格納するためのメモリ領域です。メンバヘのアクセスは、ピリオ

ドを用いて行います。

・クラス型の変数は参照型の変数です。

・クラス型の変数は int型や double型と同じように配列を構成でき議す。

7垂葬

実行画面

所有者

名 前:]ava
年 齢:21
車

車ナンバー:9129

ガソリン量:30.0

//車クラスを別のクラスのメンバにする
/ク ラス Carの宣言
class Car

{

int number;    // ナンハー

double gas;  //ガ ソリン量

}

ソ/ク ラス Carを メンノヽに持つクラス Ownerの宣言
ss O"ner

(

string name;

■nt age;

. _ルリ
myfar;//クラスCar型の変数をメンバにもつ

class Sample■ 2_

{

public static void main(String[]args)

{

Owner owner■ j

¨̈rO酬 帥nerll;

朧1∬∫どリ
ownerl.mycar=new m//

;一

//ク ラスOwner型の変数
//クラスOwner型のオフジェクトを生成

クラス Car型のオフジェクトを生成

//各フィール ドの値 を出力
System.out.print■ n(口 所有者");

system.out.print■ n("(3  前 :"+o"nerl.name);

system.out.print■ n("生手 歯令:"+ownerl.age);

system.out.print■ n(“ E巨 ");

System.out.print■ n("車ナンバー :“ +ownerl.mycar.

system.out.print■ n(“ガソリン量 :“+ownerl.mycar.

ownerl

・ .F_new Pne“ )3/// フジェクトを生成

all口1緋
natte    age  、コycar ≫

owner■ .mycar.gas

で参照します

4 41ヽ ら ¬  

―
フ

owner■ .name

で参照します
′.∂ く`つて

クラス 型のオブジfち を牛成
owner■ .mycar = new Carく );
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